第１編  基 本 事 項
１．用語の定義等
本利用細則は、日本銀行が行う相対型電子貸付における貸付対象先として選定された金融機関等の営業所等（以下「相対型電子貸付取引先」といいます。）であって、相対型電子貸付取引に関する事務（以下「相対型電子貸付関係事務」といいます。）についての日本銀行金融ネットワークシステム（以下「日銀ネット」といいます。）の利用を認められたもの（以下「オンライン相対型電子貸付取引先」といいます。）が、日銀ネットを利用して相対型電子貸付関係事務を行う場合に使用します。
本利用細則で使用する用語の定義については、「相対型電子貸付に関する基本約定」（以下「基本約定」といいます。）、「日本銀行金融ネットワークシステム利用基本規則」、「相対型電子貸付取引についての日本銀行金融ネットワークシステムの利用に関する規則」、本利用細則以外の他の「日本銀行金融ネットワークシステム利用細則」（以下「利用細則」といいます。）その他の日本銀行が定めた規則規定等によるほか、次のとおりとします。
（１）補完貸付

補完貸付制度基本要領に基づきオンライン相対型電子貸付先が行う相対型電子貸付をいいます。
（２）相対型電子借入

　　　　相対型電子貸付においてオンライン相対型電子貸付取引先が行う借入をいいます。

　
（３）相対型電子借入申込

相対型電子借入の申込をいいます。

（４）オンライン借入申込人

相対型電子借入申込を行うオンライン相対型電子貸付取引先をいいます。

（５）オンライン借入人

相対型電子借入を行っているオンライン相対型電子貸付取引先をいいます。

（６）貸付店

相対型電子貸付取引先と相対型電子貸付取引を行う日本銀行の本支店をいいます。

（７）貸付承認部署

貸付店の部署のうち、相対型電子貸付取引先からの相対型電子借入申込を承認する部署をいいます（貸付店が本店の場合には金融機構局金融第１課、金融第２課または金融第３課、支店の場合には営業課または総務課）。

（８）与信・担保受付番号

　　　　一の相対型電子借入申込を特定するために付与される番号をいいます。

（９）与信番号
一の相対型電子借入を特定するために付与される番号をいいます。

（１０）返済・利息金額

　　　相対型電子借入の借入金額に借入金利息を加えた金額をいいます。

２．事務の概要

日銀ネットを利用して行う相対型電子貸付関係事務の流れは次のとおりです。

（１）借入時の事務の流れ

イ．補完貸付以外の相対型電子借入の場合
①　オンライン借入申込人は、借入を希望する日（注）に貸付承認部署へ電話等により相対型電子借入申込を入力する旨の事前連絡をします。 
（注）合併、事業譲渡等の前営業日には相対型電子貸付を受けることができない場合があります。

②　オンライン借入申込人は、「相対型電子借入申込・申込取消」により、借入申込金額、返済期日（注）および借入利率（日本銀行が別に定めるところによります。以下同じです。）を日本銀行に送信します。

（注）返済期日については３．を参照してください。
③　日本銀行は、オンライン借入申込人に対し「相対型電子借入申込受付通知」（注）を送信します。

（注）当該帳票に記載される借入金利息の計算式については[参考]１．を参照してください。

④　日本銀行は、相対型電子借入申込を承認した場合には、オンライン借入申込人の当座勘定に借入金額の入金を行い、「相対型電子借入済通知」および「当座勘定入金通知（相対型電子貸付）」を当該オンライン借入申込人に送信します。
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ロ．補完貸付にかかる相対型電子借入の場合（注）
（注） 合併、事業譲渡等の前営業日には補完貸付を受けることができない場合があります。
①　オンライン借入申込人（補完貸付制度基本要領に規定する貸付先として承認された先に限ります。以下ロ．において同じです。） は、「補完貸付借入申込」により、借入申込金額を日本銀行に送信します（注）。オンライン借入申込人は、貸付承認部署へ電話等により「補完貸付借入申込」を入力する旨または入力した旨および借入申込金額を連絡してください。当該連絡は、入力の事前・事後を問いませんが、事後の場合には、入力後速やかに連絡してください。
（注）日本銀行は、「補完貸付借入申込」を受信した場合には、オンライン借入申込人から受信時点（日本銀行の中央演算処理装置に到達した時刻をいいます。以下同じです。）における補完貸付制度基本要領に定める借入期間、借入利率による借入申込があったものとして取扱います。日銀ネットにおいて受信時点の基準貸付利率（補完貸付制度基本要領５．（１）のただし書きに定める利率を含みます。以下同じです。）と異なる貸付利率により貸付が実行された場合には、日本銀行において適宜の処理を行い、貸付利率を受信時点の基準貸付利率に修正します。
②　日本銀行は、「補完貸付借入申込」を承認した場合には、オンライン借入申込人の当座勘定に借入金額の入金を行い、「相対型電子借入済通知（補完貸付）」（注）および「当座勘定入金通知（補完貸付）」を当該オンライン借入申込人に送信します。
（注）当該帳票に記載される借入金利息の計算式については[参考]１．を参照してください。








（注）オンライン借入申込人は、貸付承認部署へ電話等により「補完貸付借入申込」を入力する旨または入力した旨および借入申込金額を連絡してください。当該連絡は、入力の事前・事後を問いませんが、事後の場合には、入力後速やかに連絡してください。
（２）返済時の事務の流れ（注）
（注）補完貸付以外の相対型電子借入および補完貸付にかかる相対型電子借入で共通の流れになります。
①　日本銀行は、返済期日の業務開始後遅滞なく、「相対型電子借入返済期日到来分明細表」（本日返済分）をオンライン借入人に送信します。

②　オンライン借入人は、返済期日のコアタイム開始後速やかに、「相対型電子借入返済ＯＫサイン」を日本銀行に送信します。

③　日本銀行は、遅滞なく、当座勘定に引落資金不足が生じないことを確認のうえ、返済・利息金額をオンライン借入人の当座勘定から引落し、「相対型電子借入返済済通知」および「当座勘定引落通知（相対型電子貸付）」をオンライン借入人に送信します。










（３）オンライン照会
オンライン相対型電子貸付取引先は、次表の相対型電子貸付関係事務に関する照会を行うことができます（注）。

（注）担保関係事務に関する照会については、利用細則（担保関係事務）第１編Ⅰ．を参照してください。 

	業務処理区分
	業務処理
区分コード

	大区分
	中区分
	小区分
	

	与信
	照会データ

ファイル取得
	所要担保価額
	534201

	
	
	借入明細
	534202


３．返済期日
相対型電子貸付の返済期日は、日本銀行が別に定める日とします。返済期日は、７．（１）ロ．の「相対型電子借入済通知」、（２）イ．の「相対型電子借入済通知（補完貸付）」、８．（１）の「相対型電子借入返済期日到来分明細表」等、各種通知に表示されます。


４．入力時間帯等
（１）入力時間帯
オンライン相対型電子貸付取引先が、「相対型電子借入申込・申込取消」等の入力または相対型電子借入にかかる照会のために電文を送信することができる時間帯は、次表に定めるとおりです。入力画面およびオンライン通知の一覧については、[参考]２．を参照してください。

（日本銀行本店を日銀ネット主管店とする利用先）
	業務処理区分名
	業務処理区分
コード
	入力時間帯

	
	
	開始時刻
	締切時刻

	相対型電子借入申込・申込取消
	531101
	午前9:00
	午後8:45

	補完貸付借入申込
	531103
	
	

	相対型電子借入返済ＯＫサイン
	531102
	コアタイム開始後速やかに(注1)　

	所要担保価額
	534201
	午前7:30(注2)
	午後10:00

	借入明細
	534202
	
	


（注１） 午前8時30分（利用細則（当座勘定取引）に定める延長日の場合には、午前7時30分）から入力可能です。
（注２） 利用細則（当座勘定取引）に定める延長日の場合には、午前6時30分となります。
（日本銀行支店を日銀ネット主管店とする利用先）
	業務処理区分名
	業務処理区分
コード
	入力時間帯

	
	
	開始時刻
	締切時刻

	相対型電子借入申込・申込取消
	531101
	午前9:00
	午後4:45(注1)

	補完貸付借入申込
	531103
	
	

	相対型電子借入返済ＯＫサイン
	531102
	コアタイム開始後速やかに(注2)　

	所要担保価額
	534201
	午前7:30(注3)
	午後10:00

	借入明細
	534202
	午前7:30(注3)
	午後10:00



（注１） 利用細則（当座勘定取引）に定める延長日の場合には、午後5時45分となります。
（注２） 午前8時30分（利用細則（当座勘定取引）に定める延長日の場合には、午前7時30分）から入力可能です。
（注３） 利用細則（当座勘定取引）に定める延長日の場合には、午前6時30分となります。
（２）入力延長
イ．入力延長の依頼

オンライン借入申込人またはオンライン借入人は、やむを得ない事由により入力時間帯において予定していた電文の送信を終了する見込みがなく、かつ、その日のうちに当該電文の送信を行っておく必要がある場合には、事前に電話により貸付店に入力延長の依頼を行ってください。この場合、日本銀行は入力延長の事由等を聴取します。
なお、入力延長の依頼については、延長の必要性を認識した後直ちに行うようにしてください。日本銀行は、入力延長依頼の受付を、原則として電文の送信を締切る時刻の３０分前に締切ります。
ロ．入力延長の許可

日本銀行は、入力延長を許可した場合には、その旨を利用先に連絡します。

ハ．入力延長の停止
入力延長を許可されたオンライン借入申込人またはオンライン借入人は、所要の電文の送信が終了した場合には、速やかに入力延長の依頼を行った貸付店あてにその旨を連絡してください。

日本銀行は、当該連絡を受けた場合には、入力延長の停止予定時刻到来前であっても入力延長を停止します。また、オンライン借入申込人またはオンライン借入人からの連絡がない場合でも、入力延長の停止予定時刻が経過したときは入力延長を停止します。
５．与信・担保受付番号

日本銀行は、「相対型電子借入申込・申込取消」または「補完貸付借入申込」により相対型電子借入申込の入力が行われると、入力受付１件毎に、次の８桁からなる与信・担保受付番号を付し、「相対型電子借入申込受付通知」（5311-00300）等各種通知に表示します。

オンライン借入申込人は、「相対型電子借入申込・申込取消」により相対型電子借入申込の取消を行う場合には、この与信・担保受付番号を指定する必要があります。

与信・担保受付番号の体系

 

    ＸＸ ＸＸ ＸＸＸＸ

01～99の範囲の適宜の数値

    

入力日の日付（01～31）

0000から9999の範囲の適宜の数値

６．与信番号

日本銀行は、相対型電子貸付が行われると、相対型電子貸付１口毎に、次の１３桁からなる与信番号を付し、「相対型電子借入済通知」（5311-00100）等各種通知に表示します。

オンライン借入人は、「相対型電子借入返済ＯＫサイン」の送信を行う場合には、この与信番号を指定する必要があります。

与信番号の体系

 

    Ｅ ＸＸ ＸＸＸＸＸＸＸ  ＸＸＸ

貸付店コード３桁のうちの上２桁

    

貸付日（西暦年月日）８桁のうちの
下５桁と00（２桁、固定項目）


001～999の範囲の適宜の数値


７．借入
相対型電子借入に関する事務の詳細は、次のとおりです。
（１）補完貸付以外の相対型電子借入の場合
イ．相対型電子借入申込・申込取消
オンライン借入申込人は、借入を希望する日の「相対型電子借入申込・申込取消」の入力時間帯（注）に、貸付承認部署に対し、電話等により、借入を希望する旨、借入利率、借入申込金額および返済期日を連絡してください。その後、オンライン借入申込人は、所定の端末操作手順（業務処理小区分「相対型電子借入申込・申込取消」、コード 531101）に従い、借入を希望する日の当該業務処理小区分にかかる入力時間帯に、相対型電子借入申込を行います。
日本銀行は、相対型電子借入申込を受信した場合には、相対型電子借入申込の内容を確認のうえ、当該相対型電子借入申込を行ったオンライン借入申込人に対し、与信・担保受付番号等を記載した「相対型電子借入申込受付通知」（5311-00300）を送信します。
オンライン借入申込人は、一旦送信した相対型電子借入申込の取消を希望する場合には、直ちに貸付承認部署に取消を希望する相対型電子借入申込の内容および取消を希望する理由を連絡し、指示を受けてください。その後、オンライン借入申込人は、所定の端末操作手順（業務処理小区分「相対型電子借入申込・申込取消」、コード531101）に従い、当該相対型電子借入申込を取消すための入力を行ってください。

（注）入力時間帯は、４．（１）を参照してください。
ロ．相対型電子借入申込の承認
日本銀行は、オンライン借入申込人から受信した相対型電子借入申込の内容を確認のうえ、相対型電子借入申込を承認した場合には、当該オンライン借入申込人に対し、借入金額の当座勘定への入金、相対型電子貸付残高の増額および担保余裕額の減額を行います。また、オンライン借入申込人に対し「相対型電子借入済通知」（5311-00100）および「当座勘定入金通知（相対型電子貸付）」（2111-01300）を送信します。
（5311-00100）

 （注）金融機関等店舗コードまたはＢＩＣコードが表示されます。

（2111-01300）

      
（注１）金融機関等店舗コードまたはＢＩＣコードが表示されます。

（注２）入金後の残高がマイナスである場合には、冒頭に符号「－」を付して表示されます。

日本銀行は、オンライン借入申込人から受信した相対型電子借入申込を承認しない場合、または取消の入力を指示したにもかかわらず、オンライン借入申込人により相対型電子借入申込の取消が入力されない等やむを得ない事情がある場合には、当該相対型電子借入申込に関し、オンライン借入申込人に対し「相対型電子借入申込受付通知［取消］」(5311-00200)を送信します。

（5311-00200）


 （注） 金融機関等店舗コードまたはＢＩＣコードが表示されます。
ハ．担保不足が生じる場合の取扱い
借入の実行により担保不足が生じる場合には、相対型電子貸付関係事務の円滑な運営に支障を来すおそれがあります。このため、オンライン借入申込人はこうした不足を生じさせないよう、担保余裕額の管理を厳格に行う必要があります。
日本銀行は、オンライン借入申込人への貸付の実行により担保不足が生じる場合には、当該オンライン借入申込人が希望する金額の貸付は行いません。この場合、貸付承認部署は、オンライン借入申込人に対し、電話等によりその旨を連絡しますので、貸付承認部署の指示に従ってください。

（２）補完貸付にかかる相対型電子借入の場合
イ．補完貸付の借入申込・申込の承認
オンライン借入申込人（補完貸付制度基本要領に規定する貸付先として承認された先に限ります。以下（２）において同じです。）は、所定の端末操作手順（業務処理小区分「補完貸付借入申込」、コード 531103）に従い、借入を希望する日の当該業務処理小区分にかかる入力時間帯（注１）に、補完貸付にかかる相対型電子借入申込を行います（注２、３）。なお、一旦送信した「補完貸付借入申込」の取消を行うことはできません。

日本銀行は、「補完貸付借入申込」を受信した後、その内容を確認のうえ、「補完貸付借入申込」を承認した場合には、当該オンライン借入申込人に対し、借入金額の当座勘定への入金、相対型電子貸付残高の増額および担保余裕額の減額を行います。また、オンライン借入申込人に対し「相対型電子借入済通知（補完貸付）」（5311-00700）および「当座勘定入金通知（補完貸付）」（2111-03300）を送信します。

オンライン借入申込人は、貸付承認部署へ電話等により「補完貸付借入申込」を入力する旨または入力した旨および借入申込金額を連絡してください。当該連絡は、入力の事前・事後を問いませんが、事後の場合には、入力後速やかに連絡してください。

（注１）入力時間帯は、４．（１）を参照してください。

（注２）日本銀行は、「補完貸付借入申込」を受信した場合には、オンライン借入申込人から受信時点における補完貸付制度基本要領に定める借入期間、借入利率による借入申込があったものとして取扱います。日銀ネットにおいて受信時点の基準貸付利率と異なる貸付利率により貸付が実行された場合には、日本銀行において適宜の処理を行い、貸付利率を受信時点の基準貸付利率に修正します。
（注３）オンライン借入申込人において、合併等の事由が生じた場合には、「補完貸付借入申込」によらず、借入申込を行っていただくことがあります。この場合には、日本銀行からの指示に従い、借入申込等を行ってください。

ロ．担保不足が生じる場合の取扱い
借入の実行により担保不足が生じる場合には、相対型電子貸付関係事務の円滑な運営に支障を来すおそれがあります。このため、オンライン借入申込人はこうした不足を生じさせないよう、担保余裕額の管理を厳格に行う必要があります。

日本銀行は、オンライン借入申込人への貸付の実行により担保不足が生じる場合には、当該補完貸付にかかる相対型電子借入申込の受付を行いません。
８．返済
相対型電子借入の返済に関する事務の詳細は、次のとおりです。

（１）「相対型電子借入返済期日到来分明細表」（本日返済分）の受信

日本銀行は、オンライン借入人に対し、返済期日の業務開始後遅滞なく、「相対型電子借入返済期日到来分明細表」（本日返済分）（5311-00600）を送信します。
　　　　　　　　　　（5311-00600）


（注１）対象となる借入明細が存在しない場合には、本帳票は出力されません。

（注２）本明細表を出力する日が表示されます。
（注３）「本日返済分」と表示されます。
（注４）貸付店である日本銀行本支店の貸付店コードおよび名称が表示されます。

（注５）金融機関等店舗コードまたはＢＩＣコードが表示されます。
（２）「相対型電子借入返済ＯＫサイン」の送信

オンライン借入人は、（１）で受信した「相対型電子借入返済期日到来分明細表」に表示された返済期日、与信番号、返済・利息金額等を確認のうえ、所定の端末操作手順（業務処理小区分「相対型電子借入返済ＯＫサイン」、コード 531102）に従い、返済期日のコアタイム開始後速やかに「相対型電子借入返済ＯＫサイン」を日本銀行に送信します。

日本銀行は、オンライン借入人から「相対型電子借入返済ＯＫサイン」を受信した場合には、遅滞なく、当座勘定に引落不足が生じないことを確認のうえ、オンライン借入人の当座勘定から返済・利息金額の引落（注）、相対型電子貸付残高の減額および担保余裕額の増額を行います。また、「相対型電子借入返済済通知」（5311-00500）および「当座勘定引落通知（相対型電子貸付）」（2111-01400）を当該オンライン借入人に送信します。

（注） 当座勘定残高が返済・利息金額に満たない場合には、日本銀行が担保余裕額の範囲で当座貸越を実行することにより、返済および借入金利息の支払を行います。

９．借入金額等に誤りがあった場合の取扱い
日本銀行は、相対型電子借入申込を承認した後に借入金額等に誤りを発見した場合には、オンライン借入人に連絡し、承認済の相対型電子貸付にかかる借入金額等を修正（減額）します。この場合、日本銀行は、対象となる相対型電子貸付を取消した後または借入金額を修正（減額）した後、オンライン借入人に対し「当座勘定引落通知」（2111-00400）および「与信増額・減額済通知」（5310-00100）を送信します。
（2111-00400）

	
当座勘定引落通知
取引実行日　　　　　
当座勘定

取引通番 引落口座　　　　　　　　　  金額　 　当座勘定残高
　　　　 　　　　（注１） 　　　　　　　　　　　円             円（注２）
担保余裕額
　　　　                                                  円
記事　　　　　
摘要　　　 　　　



（注１）引落先の金融機関等店舗コードまたはＢＩＣコードを表示します。
（注２）引落後に当座貸越である場合には、当座勘定残高の冒頭に「－」を付して表示します。
与信増額・減額済通知
日　本　銀　行 

増額・減額区分　　　　 　　　（注１）

　与信・担保受付番号　　 　　　
与　信　番　号  　　   E　　　　　　　　
与　信　種　類　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　
借  　入　  人　　　 　　　　（注２）　　　　　　　　　　
増減額後借入金額　　　 　　　　                          円（注３）
借　　入　　日　　　　       
返　済　期　日　　　　 　　　
借　入　日　数         　　日

  借  入  利  率         　　．　　　 ％

  借入金利息             　　　　　　　　　　　　　　　　　円（注４）
  返済・利息金額         　　　　　　　　　　　　　　　　　円（注５）
（5310-00100）

（注１）「２　減額」と表示されます。

（注２）金融機関等店舗コードまたはＢＩＣコードが表示されます。

（注３）減額後の借入金額が表示されます。
（注４）減額分にかかる利息が表示されます。
（注５）減額分および同減額分にかかる利息の合計額が表示されます。
１０．日銀ネット障害時等の取扱い

オンライン相対型電子貸付取引先は、日銀ネットの障害その他の事情により、相対型電子貸付関係事務にかかる電文の送受信ができない場合には、速やかに貸付店に連絡してください。
貸付店は、オンライン借入申込人またはオンライン借入人に対し、日銀ネットを利用して行うこととなっている相対型電子貸付関係事務を書面による取引に移行するよう指示することがあります（注）。この場合、貸付店は、次の各項のとおり取扱います。

（注） 障害時の取扱いは、障害発生時点およびセンターにおける処理状況によって異なりますので、日本銀行からの指示に従ってください。

（１）補完貸付以外の相対型電子借入申込

イ．相対型電子借入申込の事前連絡
オンライン借入申込人は、貸付承認部署に、適宜の方法により、借入を希望する旨、借入利率、借入申込金額および返済期日を連絡してください。

ロ．相対型電子借入申込書の提出
オンライン借入申込人は、イ．の連絡を行った場合には、「相対　型電子借入申込・返済申出書」（第１号書式）を貸付店（本店の場合には業務局営業業務課営業業務グループ、支店の場合には業務課。以下同じ。）に提出してください。なお、この場合に、貸付店は、返済期日において、コアタイム開始後速やかに、貸付店にあるオンライン借入申込人の当座勘定から返済・利息金額を引き落とすことで、返済を受けます。
ハ．相対型電子借入申込の承認
日本銀行は、相対型電子借入申込を承認した場合には、借入金　　額をオンライン借入申込人の当座勘定に入金します。その際、日本銀行は、オンライン借入申込人に対し、相対型電子借入申込を承認し、借入金額をオンライン借入申込人の当座勘定に入金した旨を連絡します。
（２）補完貸付以外の相対型電子借入申込の取消

オンライン借入申込人は、（１）ロ．による「相対型電子借入申込・返済申出書」の提出、または７．（１）による相対型電子借入申込の送信を行った場合において、当該申込の取消を希望する場合には、直ちに貸付承認部署に取消を希望する相対型電子借入申込の内容および取消を希望する理由を連絡し、貸付承認部署の指示に従ってください。貸付承認部署が取消を認めた場合には、「相対型電子借入申込取消申出書」（第２号書式）を貸付店に提出してください。
（３）補完貸付にかかる相対型電子借入申込
イ．補完貸付借入申込書の提出
オンライン借入申込人（補完貸付制度基本要領に規定する貸付先として承認された先に限ります。以下（３）において同じです。）は、「補完貸付借入申込・返済申出書」（第３号書式）を貸付店に提出してください。なお、この場合に、貸付店は、返済期日において、コアタイム開始後速やかに、貸付店にあるオンライン借入申込人の当座勘定から返済・利息金額を引き落とすことで、返済を受けます。
オンライン借入申込人は、貸付承認部署へ電話等により「補完貸付借入申込・返済申出書」を提出する旨または提出した旨および借入申込金額を連絡してください。当該連絡は、提出の事前・事後を問いませんが、事後の場合には、提出後速やかに連絡してください。
ロ．補完貸付にかかる相対型電子借入申込の承認
日本銀行は、補完貸付にかかる相対型電子借入申込を承認した場合には、借入金額をオンライン借入申込人の当座勘定に入金します。その際、日本銀行は、オンライン借入申込人に対し、当該借入申込を承認し、借入金額をオンライン借入申込人の当座勘定に入金した旨を連絡します。
（４）相対型電子借入返済
イ．相対型電子借入返済申出書の提出

オンライン借入人は、返済時に障害が発生した場合には、速やかに「相対型電子借入返済申出書」（第４号書式）を貸付店に提出してください（ただし、（１）ロ．により「相対型電子借入申込・返済申出書」または（３）ロ．により「補完貸付借入申込・返済申出書」を提出したオンライン借入人は、当該「相対型電子借入返済申出書」の提出は不要です。）。

ロ．相対型電子借入返済の実行
日本銀行は、（１）ロ．の「相対型電子借入申込・返済申出書」、（３）ロ．の「補完貸付借入申込・返済申出書」またはイ．の「相対型電子借入返済申出書」の提出を受けた場合には、返済期日において、返済・利息金額をオンライン借入人の当座勘定から引落します（注）。その際、日本銀行は、オンライン借入人に対し、相対型電子借入の返済を受けた旨および返済・利息金額をオンライン借入人の当座勘定から引落した旨を連絡します。
（注）「相対型電子借入申込・返済申出書」または「補完貸付借入申込・返済申出書」を提出した場合には、返済時に障害が解消していた場合でも、「相対型電子借入返済ＯＫサイン」の入力は不要です。
［借入日］
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貸付店コード


第３編参照





                          


相対型電子借入済通知





                             日 本 銀 行





与信・担保受付番号     　　　　　


与  信  番  号        E　　　　　　　　


借    入    人         　　　　（注）　　　　　　　　　





借  入  金  額         　　 　　　　　　　　　 円


(当座勘定入金額)





借    入    日         　　　　 


返  済  期  日         　　　　 


借  入  日  数         　　 日





借  入  利  率         　　.　　　　 ％





借  入  金  利  息                                 円


　


返済・利息金額         　                      円


　


当座勘定取引通番       　　　





担  保  余  裕  額                                円





担保余裕額


利用細則


（担保関係


事務）
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当座勘定入金通知（相対型電子貸付）


           


取引実行日  　　　　　





当座勘定


取引通番  入金口座                        金額    当座勘定残高





　　 　   　　 　（注１）　　　　　              円　            円（注２）





                                                    担保余裕額


　　　　　　　　　　                                          円


 


摘要    100 貸付・割引





担保余裕額


利用細則


（担保関係


事務）
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円





                   


相対型電子借入申込受付通知［取消］





与信・担保受付番号     　   


借  入  申  込  人          　　　（注）　　　　　　　  


借  入  申  込  金  額　　　　　　　                     


（当座勘定入金額）





借    入    日         　　　　


返  済  期  日         　　　　


借  入  日  数          　　 日





借  入  利  率         　　.　　　　　 ％





借  入  金  利  息　　　　　　　　                     





返済・利息金額　　　　　　　  











円





円





担保不足


利用細則


（担保関係


事務）
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相対型電子借入返済期日到来分明細表（注１）





                            　   　　　　（注２）





     　　　　　　　（注３）





     返　済　期　日   　　　　　


     貸　　付　　店   　　　　　　　　　（注４）


     金融機関等店舗   　　　　　（注５）　　　　　　　　　　





     与信番号　　　      返済・利息金額（円）　    　　 借入日





     E　　　　　         　　　　　　　　　   　 　 　   　       


　　 E　　　　　 　　　  　    　　　　　　　　　　    　　











　 　E　　　　　         　　　　　　　　　    　　 　   　     





障害時の対応


利用細則


（共通事務）
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